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「 沿 岸 地域 科 季 テー マツ ー リ ズム 企画 ・ 運 営業 務 」 


業務 仕様 書 


令 和 4 年 4 月 
岩手 県 沿岸 広域 振興 局 



































この 「 業 務 仕 様 書 」 (以下 「 仕 様 書 」 と いう 。) は 、 岩 手 県 (以下 「 県 」 と いう 。) が 実 
施す る 「 治 岸 地 域 冬季 テー マツ ー リ ズム 企画 ・ 運 営業 務 」 (以下 「 本 業務 」 と いう 。) に 係 
る 受託 師 補 者 の 選定 に 関し て 、 県 が 、 契 約 す る 事業 者 (以下 「 受 託 者 」 と いう 。) に 要求 
する 本 業務 の 概要 や 仕様 を 明らか に し 、 企 画 コ ン ペ に 参加 し ょ よう と する 者 (以 下 [参加 
者 」 と いう 。) の 提案 に 具体 的 な 指針 を 示す も の で ある 。 





































































































岩手 県 沿岸 地域 に お ける 12 月 一 2 月 の 観光 入 込 客 数 は 、 盛 岡 地域 、 県 南 地 域 に 比較 し 
て 約 3 て 4 割 に 留まっ て いる 。 よ っ て 、 冬 李 に お ける 治 岸 地域 の 観光 の 魅力 を 再発 掘 し 、 
その 定着 化 を 図る 2 と と も に 、 そ れ を 活用 レ テ ー マ 別 観 光 を 推進 する こと で 、 更 な る 誘客 を 
図る も の 。 




















































































































(1) 業務 の 名 称 
沿岸 地域 冬季 テー マツ ー リ ズム 企画 ・ 運 営業 務 
(2) 委託 期間 及び 予算 額 
ア 委託 期間 
契約 締結 日 か ら 令 和 5 年 3 月 3 日 ( 金 ) 
イ 予算 額 
1, 771 千 円 以内 (税込 ) 
(3) 業務 内 容 
ア テー マ 別 観光 研修 会 の 開催 
テー マ 別 観光 へ の 理解 を 促進 する た め 、 研 修 会 を 開催 する こと 。 
① 実施 回 数 1 回 
② 対 人 象 沿岸 広域 振興 局 管内 の 道 の 駅 職員 及び 市 町 村 職 員 等 
③ 開催 方 法 原則 、 集 合 方 式 と 
④ 研修 の 企画 ・ 運 営 管理 
研修 の 企画 、 立 案 
講師 、 ス タッ フ 等 の 選定 、 依 頼 (謝礼 、 旅 費 等 の 支払 い を 含む ) 
開催 に 必要 な 会 場 、 機 材 等 の 手配 
配布 資料 、 進 行 台 本 の 作成 
イ テー マ 別 観光 ワー クシ ョ ッ プ の 開催 
沿岸 広域 振興 局 管内 に お ける テー マ 別 観光 の テー マ を 決定 する ワー クシ ョ ッ プ を 開 
催す る こと 。 
① 実施 回 数 1 回 
② 対象 沿岸 広域 振興 局 管内 の 道 の 駅 職員 及び 市 町 村 職 員 等 
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③ 開催 方 法 原則 、 集 合 方 式 と する 
④ ワー クシ ョ ッ プ の 企画 ・ 運 営 管理 
ワー クシ ョ ッ プ の 企画 、 立 案 
スタ ッ フ 等 の 選定 、 依 頼 (謝礼 、 等 の 支払 い を 含む ) 
開催 に 必要 な 会 場 、 MM 
配布 資料 、 進 行 台 本 の 作成 
ウ ハッ シュ タグ キャ ン ペ ー ン の 実施 
上 記 「2(3 イ テー マ 別 観光 ソー クシ ョ ッ プ の 開催 」 で 決定 し た テー マ に つい て 、 
SNS に お いて ハッ シュ タグ キャ ン ペ ー ン を 実施 する こと 。 
① 実施 期間 令 和 4 年 11 月 21 日 (月 ) ^ 令 和 5 年 2 月 19 日 (日 ) 
② ハッ シュ タグ キャ ン ペ ー ン の 企画 、 運 営 管理 
a ハッ シュ タグ キャ ン ペ ー ン の 企画 ・ 運 営 
キャ ン ペ ー ン の 実施 方 法 に つい て 提案 する こと 。 な ね お 、 キ ャ ン ペ ー ン 参加 者 
の 沿岸 地域 へ の 誘客 、 周 遊 を 促進 する 仕組 み と す る こと 。 
キャ ン ペ ー ン の 仕組 み に は 、 沿 岸 広域 振興 局 管内 の 道 の 駅 を 組み 込む こと 。 
キャ ン ペ ー ン を 実施 する SNS を 選定 し 、 ア カウ ント を 作成 する こと 。 
ラン ディ ング ペー ジ を 作成 し 、 ア カウ ント か ら 診 導 で きる よう に する こと 。 
作成 し た アカ ウン ト の フォ ロワ ー 数 を 増やす 取組 を 実施 する こと 。 
作成 し た アカ ウン ト を 用 いて 、 1 週間 に 1 回 以上 、 当 キャ ン ペ ー ン 及び ラン 
ディ ング ペー ジ に つい て 投稿 する こと 。 
b 当選 者 の 選定 、 当 選者 景品 の 購入 
・ ハッ シュ タグ キャ ン ペ ー ン 参加 者 の 中 か ら 当 選者 を 公正 な 方 法 で 選定 し 、 発 送 
を に 必要 な 情報 (氏名 、 住 所 等 ) を 取り まとめ る こと 。 
抽選 は 、1 カ 月 ご と に 1 回 2 月 下旬 、 1 月 下旬 、 2 月 下旬 ) 実施 し 、 当 選 
者 に 景品 を 発送 する こと 。 
当選 者 は 合計 で 9 名 (3 名 X3 カ 月 ) と する こと 。 
景品 総額 は 合計 18 万 円 (税込 ) 相当 (送料 は 含ま ず ) と する こと 。 
c 印刷 物 の 作成 
ポス ター は B 2 サイズ 片面 印刷 と し 、 部 数 は 100 部 と する こと 。 
ポス ター は 、 管 内 の 道 の 駅 や 市 町 村 ・ 観 光 協 会 等 に 配布 する こと 。 
d SNS 広 告 の 実施 
ハッ シュ タグ キャ ン ベ ペー ン を 実施 する SNS に お いて イン プレ ッ シ ョ ン 広 告 
(広告 料金 の 発生 が 広告 表示 数 に よっ て 決め られ る タイ プ の 広告 ) を 掲出 する 
こと 。 な お 、 掲 出 回 数 に つい て は 、 算 出 の 上 、 企 画 提案 書 に 記載 する こと 。 
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e デー タ の 分 ネ 
SNS 広 告 の 効果 に つい て 、 測 定 ・ 分 析 す る こと (広告 の クリ ッ ク 率 等 )。 ま 
た 、 渦 定 ・ 分 析 可 能 な デー タ の 種類 に つい て 、 企 画 提案 書 に 記載 する こと 。 
ハッ シュ タグ キャ ン ペ ー ン に つい て 、 ア クセ ス 情 報 や 参加 投稿 の デー タ 測 
定 ・ 分 析 を 行う こと (参加 者 の 属性 等 )。 ま た 、 測 定 ・ 分 析 可 能 な デー タ の 種類 
に つい て 、 企 画 提案 書 に 記載 する こと 。 
(4) 自由 提案 
参加 者 は 、「1 業務 の 概要 」 に 掲げ る 事項 の 達成 に 向け て 、 参 加 者 が 必要 と 考え る 
企画 内 容 を 上 記 業 務 に 組み 合わ せ 、 具 体 的 な 提案 を 行う こと 。 
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契約 に あたっ て は 、 企 画 提案 の 内 容 及 びそ の 後 の 協 議 に 応じ て 仕様 書 を 変更 する こと 






































中 


この 事業 が 完了 し た 後 、 す みや か に 事業 完了 報告 書 (様式 を 指定 ) 及び 事業 の 成果 が 
分 か る 資料 (自由 様式 ) を 作成 し 、 提 出す る こと 。 


(1) 再 委託 等 の 制限 
ア 受託 者 は 、 本 業務 の 全部 又は 本 業務 の 企画 若しくは 制作 等 の うち 管理 業務 部 分 を 
括 し て 第 三 者 に 委託 し 、 又 は 請け 負わ せ て は な ら な い 。 
イ 受託 者 は 、 本 業務 の 一 部 を 第 三 者 に 委託 する こと が で きる が 、 そ の 際 は 事前 に 再 委 
託 の 内 容 、 再 委託 先 (商号 又は 名 称 ) 、 そ の 他 再 委託 先 に 対す る 管理 方 法 等 、 必 要 事 
項 を 沿岸 広域 振興 局 に 対し て 文書 で 報告 し な けれ ば な ら な い 。 
(2) 再 委託 の 相手 方 
受託 者 は 、 上 記 1 5 ①) イ 」 に より 本 業務 の 一 部 を 第 三 者 に 委託 する 場合 は 、 そ の 相 
手 方 を 岩手 県 内 に 主たる 営業 所 を 有する 者 の 中 か ら 選 定 す る よう に 努め な けれ ば な ら な 
い 。 
(3) 業務 履行 に 係る 関係 人 に 関す る 措置 請 
ア 沿岸 広域 振興 局 は 、 本 業務 の 履行 に つき 著しく 不適 当 と 認め られ る 場合 は 、 受 託 者 
に 対し て 、 そ の 理由 を 明示 し た 文書 に より 、 必 要 な 措置 を と る べき こと を 請求 する こ 
と が で きる も の と する 。 
イ 沿岸 広域 振興 局 は 、 上 記 「5 (① イ 」 に よる 受託 者 か ら 委 託 を 受け た 者 で 本 業務 の 
履行 に つき 著しく 不適 当 と 認め られ る 場合 は 、 受 託 者 に 対し て 、 そ の 理由 を 明示 し た 
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ウ 受託 者 は 、 上 記 「5(3) ア 及び イ 」 に よる 請求 が あっ た と き は 、 当 該 請求 に 係る 事項 
に つい て 必要 な 措置 を 講じ し 、 そ の 結果 を 、 請 求 を 受け た 日 か ら 10 日 以内 に 、 沿 岸 広 
域 振興 局 に 対し て 文書 に より 通知 し な けれ ば な ら な い 。 

(4) 権利 の 帰属 等 
本 業務 の 実施 に より 制作 され た 成果 物 及 び 資 料 又 は その 利用 に 関す る 著作 権 、 所 有 権 

等 に 関し て は 、 原則 と し て 委託 料 の 支払 い の 完了 を も っ て 受託 者 か ら 沿 岸 広域 振興 局 に 

移転 する こと と する が 、 そ の 詳細 に つい て は 、 沿 岸 広域 振興 局 及び 受託 者 間 で 協議 の う 

え 、 別 途 契 約 書 に より 定め る も の と する 。 

(5) 機密 の 保持 

受託 者 は 、 本 業務 を 通じ て 知り 得 た 情報 を 機密 情報 と し て 扱い 、 目 的 外 の 利用 、 第 三 

者 に 開示 、 漏 えい し て は な ら な い 。 契約 終了 後 も また 同様 と する 。 

(6) 個人 情報 の 保護 
受託 者 は 、 本 業務 を 履行 する うえ で 、 個 人 情報 を 取り 扱う 場合 は 、 個 人 情報 保護 条例 

平成 13 年 岩手 県 条例 第 7 号 ) を 遵守 し な けれ ば な ら な い 。 


6EO 人 他 ーーー ニー ーー ーーー ョ ーー 
(1) 本 事業 の 執行 に あたっ て は 、 随 時 、 治 岸 広域 振興 局 と 協議 を 行う こと 。 

(2) この 仕様 書 に 記載 の な い 事項 に つい て は 、 治 岸 広域 振興 局 と 受託 者 で 協 識 の 上 、 取 扱 
い 等 を 決定 する も の と する 。 
(3) 新型 コロ ナウ イル ス 成 上 窟 拡 大 に よる 上 忠 急 事 態 宣言 の 発出 等 、 大 染 拡大 防止 の 措置 

講ず る 必要 が ある 場合 に は 、 本 業務 を 変更 (延期 を 含む ) 又は 中 止 す る こと が ある 。 その 

場合 、 委 託 者 と 協議 の 上 、 契 約 を 変更 し 、 必 要 に 応じ て 委託 料 を 精算 する も の と する 。 
















































































































































































9 



























































一 







































































































































































